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１．日本側の研究実施体制 
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分散モジュラコンバータの制御設計・
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大型駐車場を用いた V2G,V2H 

２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

初年度は、本研究に適した分散型モジュラコンバータの回路トポロジーの詳細検討を行い、

分散モジュラコンバータの制御系設計を開始する。またワイヤレス給電装置の設計を開始す

る。また仮想同期発電機制御（VSM）をモジュラマルチレベルコンバータ（MMC）に適用し、

その制御法を確立することを目的とし、具体的に下記の要件を満たす技術開発を行い、シミ

ュレーションにより検証する。 
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３．日本側研究チームの実施概要 

都市交通の電化は、低炭素社会の目標を達成するための重要な分野の 1 つとして認識され
ている。市場で入手可能な電気自動車の種類は増加しているにもかかわらず、バッテリが高
コストであり、容量不足で航続距離が限られていることから、その普及が妨げられてきた。
しかし最近では、電池技術は急速に向上しており、注目すべき航続距離の EV が手ごろな価
格で登場し始めている。残念なことに、大容量バッテリは短時間で充電するためには非常に
強力な急速充電器を必要とし、低電圧配電網に大きな問題を引き起こす心配がある。この問
題は、多くの大容量高出力バッテリが同時に充電されなければならない都市の駐車区域にお
いてさらに顕著であり、その結果、複雑で高価で巨大な電気設備が必要となる。同様に、マ
ンションなど大型集合住宅の駐車スペースに強力な充電設備を装備することは、スペースの
制約のために実用的でなく、さらにはその設置が不可能な場合がある。 

本研究は、モジュラコンバータ技術、ワイヤレス充電、先進のグリッド接続技術、EV と家
庭や電力系統のスマートな電力融通技術(V2G,V2H)、車載機器の最新技術を組み合わせるこ
とにより、設置面積を最小限に抑え、最大限の柔軟性を備えた非常に高電力の充電スタンド
群を開発することを目的としている。 

2018 年度は、本研究に適した分散型モジュラコンバータの回路トポロジーの詳細検討を

行い、分散モジュラコンバータの制御系設計を開始するために、制御対象のモデル化を行っ

た。また大型駐車場のモデリング及びワイヤレス給電装置の設計を開始した。また仮想同期

発電機制御（VSM）をモジュラマルチレベルコンバータ（MMC）に適用し、その制御法を確

立することを目的とし、必要要件を満たす技術開発を行い、シミュレーションにより検証し

た。加えて、モジュラー形電力変換器の制御装置の構成とその制御法について基礎検討を行っ

た。特に上位コントローラと各セルに設けられた高速の下位コントローラが存在し、下位コント

ローラが独立して個別制御をおこない、上位コントローラが比較的遅い制御周期で全体制御をお

こなえる制御技術を開発し、シミュレーションと基礎実験により妥当性を検証し、所望の性能を

得た。 

 

 

 


